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2022年12月13日

地域情報化アドバイザー 木暮 祐一

東北ではじまる介護事業者のデジタル活用

～介護×DXの支援のポイントを探る
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自己紹介

2



3

1967年 東京都生まれ

・杏林大学保健学部卒業
・徳島大学大学院工学研究科博士課程修了
博士（工学）

1992年（株）法研 編集記者
健康・福祉等の雑誌・書籍編集を担当

2000年（株）アスキー 『携帯24』編集長

2002年 株式会社ケイ・ラボラトリー（現Klab）
広報宣伝部マネージャー

2009年 武蔵野学院大学
国際コミュニケーション学部 准教授

2013年 青森公立大学
経営経済学部地域みらい学科 准教授

2021年 ソフトバンク（株）に移り同社が事務局
を務める一般社団法人SDGsデジタル社会
推進機構 事務局長

ケータイコレクターとしても知られています。

＜現所属＞
一般社団法人SDGsデジタル社会推進機構 事務局長
ソフトバンク株式会社 渉外本部 新規事業推進部 デジタル社会推進課 担当部長
総務省 地域情報化アドバイザー
青森県立保健大学大学院、熊本大学医学部、徳島大学理工学部 非常勤講師

木暮 祐一 プロフィール
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博士課程の頃に描いていたケータイ活用への期待(1)

当時作成したスライドを発
掘してきました →

2005～6年頃に描いてい
た健康医療データの収集と
活用のイメージ

スマホの時代となり、一気
にこの世界が実現！?
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博士課程の頃に描いていたケータイ活用への期待(2)

当時作成したスライドを発
掘してきました →

2005～6年頃に描いてい
たパーソナルデータの連携と
応用のイメージ
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人口減少のインパクト
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人口減少のインパクト
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少子高齢化社会に向けて同じ働き方では乗り切れない

出所：厚生労働省2018年「2040年を見据えた社会保障の将来見通し」
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労働生産性を高めなくてはならない
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必要とされていること

10

◆医療・福祉サービスの持続性確保

◆サービスの質の維持

◆生産性向上に向けた働き方改革と業務改善

→既存業務の徹底的な見直し・再構築

◆そのための有力な手段としての

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
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デジタルトランスフォーメーション（DX）とは
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• 「Digital Transformation」を直訳すると「デジタル変換」という言葉
になりますが、“変換”というよりも“変革”という言葉が鍵になります。

• デジタルトランスフォーメーションとは“進化したデジタル技術を浸透させる
ことでビジネスの仕組みや人々の生活をより良いものへと変革すること”。

• ちなみにデジタルトランスフォーメーションを「DX」と略します。「Trans」を
「X」と略すことが一般的な英語圏の表記に準じているため。

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）とは
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デジタイゼーション
（アナログをデジタルへ）

デジタライゼーション
（プロセス全般をデジタル化していく）

デジタルトランスフォーメーション
（社会全体に影響を与えるデジタライゼーション）
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デジタル化の変遷
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たとえばカメラを例にすると

①デジタイゼーション
• フィルムカメラをデジタルカメラに変える

↓
②デジタライゼーション
• 写真現像の工程がなくなり、デジタルのまま写真を楽しむこと
が浸透していく

↓
③デジタルトランスフォーメーション
• 写真データを使った新たなサービスやビジネスの仕組みが生み
出され、SNSを中心にオンライン上で世界中の人々が写真デー
タをシェアするようになる
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デジタルトランスフォーメーション（DX）とは

「デジタル変革」です
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ＤＸ後ではデジタルが前提となっていく

リアルがデジタルを使う リアルはデジタル世界の一部

リアル デジタル

O2O（Online to Offline）
オンライン（web）から店舗へ誘導

デジタル

リアル

OMO（Online Merges with Offline）
リアルがオンライン（web）に包含

コロナ禍で社会におけるDXが一気に加速している

ビフォーデジタル アフターデジタル
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知識

A氏

知識

B氏

情報

情報とは，
ある場所から他の場所に伝えら
れる有意味のすべての信号の

内容をいう

そもそも「情報」とは何か？

「情報」は伝えていかなくては意味がない！
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「情報」は伝えていかなくては意味がない！

病院・医院 処方箋 薬局
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地域医療情報連携ネットワークへの期待
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くまもとメディカルネットワークは、病院・診療所・歯科診療所・薬局・
訪問看護ステーション・介護施設等をネットワークで結び、参加者（患者
さん）の診療・調剤・介護に必要な情報を共有し、医療・介護サービスに
活かすシステムです。

参加者（患者さん）は、無料でご参加いただけます。
※診療費、調剤費、介護費等の自己負担分は通常と変わりません。
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変革をもたらすDX事例
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供給が需要に合わせる経済へ

22出所：デジタル庁 村上国民向けサービスグループ グループ長 村上敬亮 氏 講演資料より



• MaaS＝Mobility as a Service：オペレーターは利用者の要求を満た
すべく、公共交通、ライドシェア、カーシェア、自動車シェア、タクシー、レンタ
カーなどさまざまな交通手段のメニューを用意すること

長野県伊那市 医療MaaS
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長野県伊那市 医療MaaS＝診察室が家に来てくれる
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長野県伊那市 医療MaaS＝診察室が家に来てくれる
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長野県伊那市 医療MaaS＝診察室が家に来てくれる
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医師は車両には乗車せず、病院
の執務の合間にオンライン診療
で往診対応。

↓

効率的な働き方
効率的な車両運用（MaaS）

https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/technology/20200310/


• 医療×MaaSを実現するための、医療機器などを搭載した車両である「ヘルスケア
モビリティ」が完成し、伊那市で2019年12月12日からテスト運行を開始

• 現在本格運用中、他地域への展開も開始

長野県伊那市 医療MaaS

• 定期的な通院を必要とする高齢者を中心に、病院への移動が困難だと考える患者が
増加傾向にあった

• 医師不足が大きな課題となっており、訪問診療の場合では移動距離の長さや医師の
高齢化による負担増加が懸念されていた

• 移動診療車が出向くことで、患者は病院まで行かずに受診することが可能になった
• 医師が訪問診療のために要していた移動時間を、緊急性の高い患者の対応にあてるな
ど、地域にとってより効率的な医療を提供できるようになった

医療MaaS導入前

医療MaaS導入後
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DX実現に向けて
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➢組織全体で共通の目標やビジョンを持っていること

➢変革を推進するための強力なリーダーシップが必要

➢新しい技術やビジネスモデルを導入するための予算とリソースの確保

➢変革に伴うリスクや不安を乗り越えるための組織内の協力とコミュニケーション

➢変革の過程で得られる成果の評価とフィードバック、そしてさらなる改善

デジタル変革 成功のポイント
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おまけ
在宅高齢者ケアにも役立ちそうなツール
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アプリおよびIoTデバイスからのデータ収集が近年続々

アプリ IoT
(Internet of Things）

31



2022 Yuichi Kogure. ©

スマートウォッチ、スマートスケールなどのIoTから

Withings
• スマートウォッチやスマー
トスケールなどを展開
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アプリでバイタルデータを収集

Sleep Cycle
・目覚ましアプリ
・設定した時間よりも前の眠り
の浅いところでアラーム鳴動
・すなわち睡眠をモニタリング
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バイタルデータを収集できるリングも

Oura Ring
• ライフログ収集
• 心拍数、心拍変動、体温
などを常時モニタリングし、
ストレスやリラックスの計測、
睡眠計測など

34



2022 Yuichi Kogure. ©

一人暮らし高齢者にAIアシスタントの事例

35
出所：和田亜希子「親子両得の「見守りテック」ガイド」（DIAMOND Online）より

https://diamond.jp/articles/-/309289



EoF


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 地域医療情報連携ネットワークへの期待
	スライド 20
	スライド 21: 変革をもたらすDX事例
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: DX実現に向けて
	スライド 29
	スライド 30: おまけ 在宅高齢者ケアにも役立ちそうなツール
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36: EoF

